
The Japanese Geomorphological Union

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geomorphologioal 　Union

講　演　要　旨 335

対的 に粘土粒径の 物質の 比率が 高 い 六 甲山地の 試験斜面で は，小尾根部の 表層土 には降雨に

よ っ て 歪みが発生す る が多くは 解消する た め ，
．一一
年を通 じて 土壌に残留する変位 は小 さ い ．対

して ， 肩部 の 土壌ブ ロ ッ ク は
， 相対的に夏季には土層 下部が前に押され る動き， 冬季には土層

上部が 斜面下方 にお辞儀 をする動 きに よ り，斜面下 方に 1 年 に Icm 以上変位 して い る こ とが

検出 ・推定され た ．
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8 ．火山麓草地に おける地形と表層土壌特性の 関係

山本　博 （畜産草地研究所）

Hiroshi　YAMAMOTO ： Landfom 　and 　soil　properties　ill　a 　pasture　at　volcallic 　foot

　山地傾斜地 を家畜生産 の た め の 草地 と して活用 し，また急激 な地 形変化に対処する ため に

は，そ の 立地条件を把握 し，水土保全 に配慮 した管理が必要で ある との 観点か ら， 浅間山麓の

放牧草地 を対象に 地形 と土 壌特性 と の 関係 を検討 した．谷頭部の
一

部 に 位置す る 放牧草地

1．6ha につ い て，10　m メ ッ シ ュ 地点の 地形測量 と表層 10　cm の 土壌物理性の 測定を行 っ た．調

査牧区 の 平均傾斜角は，16．5
°
で ，最大 24．7

°
，最小 9．3

°
で ，微地形を頂部緩斜面 ， 谷壁斜面 ，

お よび谷底 に分けた．メ ッ シ ュ 平均 ご との 関係 を土 壌全重量 と実容積 に つ い て み る と，微地形

ご とに大 きな差は な く，地形構成物質の骨格は類似す る．傾斜角 θ と固相率 Sv との 間に は
， 頂

部緩斜面で は Sv が小 さ くθ の 増加 とと もに が徐 々 に 増加す る傾向を示すが ， 谷壁斜面で は ほ

ぼ
一
定で あ る．傾斜角 θ と仮比重 d との 間に は

， 頂部緩斜面 で は θ とと もに増加する が ，谷壁

斜面 ・谷底で は 0．79／cm3 程度 を示 し変動 は小 さい ．頂部緩斜面の なか で よ り緩傾斜な部分に

は，土壌骨格の 火山噴出物に加 えて牧草根系お よ び腐植 に とむこ とを示す．浸透能 Ibは，頂部

緩斜面 と谷底で は傾斜角 θ とと もに 減少する が
， 谷壁斜面で は変動 は小 さ くほぼ

一
定で ある．

頂部緩緬 で は，Ib嚇 囲は 67 − 340   ／h で あ る の 1こ対 し，谷底で は 50 − 202　mm ／h とノ1・
さい ．牧区下端で の 降雨流出測定で は，強度 3 〜4mm ／5min の 降雨に よ り地表流出の 発生が

観測 され た．こ の 地 表流出 は浸透能の 地形特性か ら
， 谷底の 低い 浸透能域で 発現する こ とが推

定され た．
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9．北東シ リア ・ハ ブール川沿い の 段丘 と堆積物 （第 1報）

　　　　　　　　　　　　　 小囗　高 （東京大）・堀　和明 （産総研 ・学振科技特研究員）・

　　　　　　　　　　　　　 小 口 千 明 （国際農研 ・学振科技特研究員）・西秋良宏 （東亰大）

Takashi　OGUCHI
，
　Kazuaki 　HORI

，
　 Chiaki　T．　 OGUCHI 　and 　Yoshih孟ro 　NISHIAKI ： River

terraces　and 　fiuvial　deposits　along 　the　Khabur 　River
，
　Northeast　Syria
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フ ラテ ス 川 の 支流である ハ ブ
ー

ル 川沿い に位置す る セ ク ル ・ア ル ・ア ヘ イ マ ル 遺跡 は，

北 東シ リア最古 の 完新世古代村落 と考 えられて い る．こ の 遺跡 の周辺 に分布する河成面 と堆積

物 を調査 した．河 成面 は現 河 床 と約 20m の 比 高 を持 つ H 面 ， 比高約 9m の M 面 ，比 高約 5
m の L 面，お よび現河道沿 い の 氾濫源に区分 され る．M 面 と L 面は層理 が不明瞭な ブ ラ ッ ド・

ロ
ー

ム と円礫で 構成 され る ．円礫は 現 河床に も多数分布 し，最大粒径 は約 20cm で ある．こ の

円礫 は，粒径数 cm の小礫の 周囲に カ ル サ イ トを中心 とする塩 類が同心円上 に付着 して 形成 さ

れ て お り，河川 で 運ば れた 通常の 円礫 とは 異 なる．塩類 の 付着は礫層 中で の 土 壌水の 移動 に

よ っ て 生 じた可 能性が高 く， その 後の 侵食時 に 円礫の みが残され て河床に集積 した と考 えられ
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